


「逃げるが勝ち」10円

　三百の小隊は、戦場に向かっていた。伝令隊が、隊長へ報告する。
「敵、後方より出現」
「なんだと」
側近も、隊長の指示を仰ぐ。
「隊長、このままでは我が隊は……」
敵は、千を超す大軍。
「逃げようか」
「はい」
「全軍退却！」
ドラを鳴らした。
小隊は退却を始める。敵も黙っていない、追撃を受けた。やがて、敵が見えなくなった。
「隊長、退却完了いたしました」
「我が隊の被害は？」
「五十騎ほど」
「六分の一か」
「もう一晩行軍すれば、味方と合流できる。それまでの辛抱だ」
「了解しました」
目標に向かって、行軍を続ける。

　明くる日、徹夜で山を越えた。伝令隊が、隊長へ報告する。
「隊長、味方の旗です」
「そうか、急ぎ合流しよう」
斥候が近づくと、火花が散る。
「大変です、斥候が攻撃を受けました」
「応戦しますか？」
側近が、指示を待つ。
「かくなる上は、退却じゃ」
「全軍退却！」
しんがりは、攻撃を受け二百騎ほどに減った。
側近は、焦りの色を隠せない。
「隊長、これから我が軍は……」
「見方が寝返ったのだ、戦場どころではない。城まで下がろう」
「了解しました」
「全軍、城に帰るぞ」
半日かけ、城へ行軍した。

　伝令隊が、報告に来た。
「隊長、我々の城が敵に囲まれております」
城から、煙がゆらゆらと立ち昇っていた。隊長が、血相を変える。
「しまった」
側近は、話を伺う。
「いかがいたしましょう」
「帰る場所を失ったか」
伝令隊から、さらに悪い知らせが舞い込んだ。
「隊長、敵襲です」
小隊は、敵に見つかった。
「応戦しますか？」
「馬鹿も休み休み言え。まともにやりあえば、玉砕となる。退却しろ」
「全軍退却！」
後方部隊は、犠牲となった。
「側近、被害状況は？」
「我が隊は、残り百騎となりました」
「そうか……」
「これから、どうされるおつもりですか？」
「味方も城も無い中、戦いは無謀、我が隊は解散するしかあるまい」
「隊長……」
「各々、故郷に帰るが良い」
「解散命令！」
側近と隊長を残し、兵たちは故郷へ帰った。
「お主も帰れ」
「はい……」
「病気の母も、心配しとるであろう」
「このご恩は、一生忘れません」
「もうよいわ、私も帰る」
そして、軍は解散し一人となった。元隊長の男は、故郷へ帰る。

　故郷でも、男が見たものは炎と煙だった。故郷が燃えていたのだ。
「私が逃げたためだろうか」
敵に燃やされたのだろう。略奪など珍しくない時代だけれども、まさか故郷が燃えるなんて、目を疑った。
「ここから逃げよう」
一体どこへ行く……。唯一の故郷も奪われた。ショックはかなり大きい。目の前に川が流れていた。水流もある冷たそうな川だ。
「このまま身を投げれば、楽になれるだろうか」
私は、命を捨てる覚悟をした。三秒数えて、川に飛び込む。
私は、現実から逃げたのだ。
「死ぬであろう」
息も苦しくなり、意識も無くなった。

「兄さん、兄さん」
体が揺すられた。目を開くと、視界がぼやけて見える。死に切れなかったようだ。
「あぁ」
「兄さん、川で溺れてたんだ」
「兄さん？」
「あんたのことだよ、まだわけえのに」
「え？ああぁ」
どうやら、私のことらしい。
「兄さん、溺れて助かるなんて、運が良いな。神様に感謝しいよ」
助けてくれた男は、釣り竿と籠をもっている。川の漁師？
「神様だと？」
「石にひっかかってなきゃ、そのままあの世行きだ」
「むしろそのほうが助かる」
漁師に頭を殴られる。
「馬鹿も休み休み言え」
「私が兵士たちに言った言葉……」
「命は粗末にするもんじゃねえさ」
「そうだった……」
「なんて？」
「自決するのならば、玉砕と同じこと」
「何をわけわからんことを、頭でも打ったか？」
「いやいや、ありがとう」
「そうだ、わすと、神様両方に感謝しろ」
「鮎でも食うか？さっき釣れたから」
「いただきます」
漁師は、手際よく枯木を集めて、火を起こす。串に魚をさし、焼き始めた。焼けた鮎を、男に差し出す。
「食え」
鮎を一口食べる。
「こいつは旨い」
「誰もとりゃしねえよ。ゆっくり食べろ」
「私が死んでいたら、この鮎は食べられなかった」
「だな」
しばらく休むと、体力も回復した。
「そろそろ、私は行かねば」
「どこか行くあてがあるのかい？」
「無い」
「そうけえ、うちの村に来なせえ」
「いいのか？」
「いいさ」
「俺は、元軍人だぞ。村に被害が及ぶかもしれん」
「知ってる。兄さんは、わたすの隊長だったから」
「面識があると？」
「わたすは知ってるが、隊長はわたすを知らないだろうな」
「……」
「無理もねえ、階級一番低かったから」
「ふむ」
私は、村の一員となって、村のために働く。村は、大きな発展を遂げ、都市となれた。

私は、テレビ局のアナウンサーにインタビューを受けた。
「お兄さん、この都市の成功の秘訣を教えて下さい？」
「逃げるが勝ち」
「と言いますと？」
「勝ち目の無い戦いを逃げ、好機を勝ち取る」
「すてきな言葉です」



完
